貨幣的成長分析の諸動向 (山崎三郎教授追悼号) by 小島 照男 et al.
　
　
　
貨
幣
的
成
長
分
析
の
諸
動
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
　
島
　
　
照
　
　
男
　
　
　
　
　
一
　
は
じ
め
に
　
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
貨
幣
的
膨
脹
と
い
う
伝
統
的
な
定
義
を
与
え
る
な
ら
ば
「
経
済
成
長
の
過
程
は
常
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
伴
っ
て
き
た
。
こ
の
貨
幣
的
膨
脹
現
象
は
「
伝
統
的
な
貨
幣
数
量
説
あ
る
い
は
ハ
イ
エ
ク
、
ホ
ー
ト
レ
ー
に
代
表
さ
れ
る
貨
幣
的
景
気
論
に
論
及
す
る
ま
で
も
な
く
、
一
般
的
因
果
連
鎖
の
階
梯
で
、
一
般
物
価
水
準
の
「
根
強
い
し
か
も
相
当
幅
の
上
昇
」
を
特
徴
と
す
る
動
的
過
程
を
発
生
さ
せ
る
。
こ
の
過
程
は
「
一
つ
の
不
均
衡
状
態
」
で
あ
り
、
そ
の
分
析
は
本
質
的
に
は
マ
ク
ロ
動
学
理
論
の
問
題
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
動
学
理
論
は
そ
の
固
有
な
領
域
を
需
給
均
衡
を
棄
て
る
「
固
定
価
格
の
方
法
」
（
t
h
e
f
i
x
p
r
i
c
e
m
e
t
h
o
d
）
で
開
拓
さ
れ
た
た
め
、
「
財
や
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
数
量
は
金
額
表
示
で
足
し
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
「
そ
の
総
貨
幣
価
額
が
数
量
の
指
数
と
　
　
　
貨
幣
的
成
長
分
析
の
諸
動
向
－301－
研
究
ノ
ー
ト
な
る
」
に
及
ん
で
巧
み
な
「
貨
幣
捨
象
」
を
完
成
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
に
は
依
然
と
し
て
古
典
派
的
二
分
法
の
世
界
が
残
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
動
学
理
論
の
発
展
に
革
命
的
衝
撃
を
与
え
た
『
一
般
理
論
』
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
貨
幣
的
経
済
理
論
の
完
成
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
古
典
派
的
二
分
法
の
否
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
一
般
理
論
』
の
長
期
動
学
化
過
程
で
貨
幣
的
要
因
は
希
簿
化
し
見
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
貨
幣
希
簿
化
傾
向
に
寄
与
し
た
も
の
は
、
固
定
価
格
の
方
法
「
流
動
性
ト
ラ
ミ
プ
、
投
資
の
利
子
非
弾
力
性
の
主
張
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
加
速
度
原
理
の
比
重
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
独
立
投
資
は
動
学
理
論
の
主
座
を
追
わ
れ
、
動
学
理
論
の
実
物
世
界
へ
の
拘
泥
が
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
一
九
四
〇
ｌ
ｌ
一
九
五
〇
年
代
を
通
じ
て
、
動
学
理
論
は
成
長
論
と
循
環
論
と
の
統
合
に
傾
注
し
、
重
ね
合
せ
の
定
理
（
s
u
p
e
r
-
p
o
s
i
t
i
o
n
t
h
e
o
r
e
m
の
の
克
服
を
課
題
と
し
た
。
こ
の
問
題
は
循
環
的
成
長
乱
射
の
精
緻
化
と
共
に
、
未
だ
不
十
分
な
が
ら
有
意
な
成
果
を
獲
得
し
た
。
　
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
へ
と
進
む
に
っ
れ
て
、
南
北
問
題
を
背
景
に
し
て
「
成
長
を
生
き
残
る
た
め
の
条
件
と
し
て
い
る
国
際
的
な
葛
藤
」
が
成
長
理
論
の
興
隆
を
も
た
ら
し
、
新
古
典
派
の
復
活
（
n
e
o
-
c
l
a
s
s
i
c
a
l
r
e
s
u
r
g
e
n
c
e
）
と
と
も
に
循
環
抜
き
の
成
長
論
が
動
学
理
論
の
全
面
を
占
有
し
、
貨
幣
的
要
因
は
全
く
埋
没
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
間
、
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
の
「
反
革
命
」
（
t
h
e
c
o
u
n
t
e
r
-
r
e
v
o
l
u
t
i
o
己
の
主
張
は
あ
っ
た
が
、
貨
幣
的
要
因
の
重
要
性
を
動
学
理
論
の
核
心
に
印
象
付
け
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
”
M
o
n
e
y
d
o
e
s
m
a
t
t
e
r
”
の
主
張
は
経
済
理
論
の
断
片
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
　
変
転
極
り
な
い
現
実
は
、
こ
の
「
動
学
理
論
の
平
和
」
を
破
り
、
新
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
脅
威
の
渦
中
に
、
眠
り
続
け
て
き
た
貨
幣
を
覚
醒
さ
せ
つ
い
に
動
学
理
論
の
分
析
面
に
浮
上
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
「
経
済
の
循
環
的
成
長
が
投
資
ｌ
古
－302－
典
派
的
用
語
で
は
資
本
蓄
積
―
を
原
動
方
と
す
る
か
ぎ
り
、
か
つ
ま
た
、
投
資
か
貨
幣
的
要
因
と
何
ら
か
の
連
鎖
を
も
っ
か
ぎ
り
、
動
学
理
論
が
実
物
世
界
に
の
み
長
く
留
ま
っ
て
い
ら
れ
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。
　
こ
う
し
て
貨
幣
を
陽
表
的
に
導
入
し
た
動
学
分
析
が
登
場
し
た
が
、
こ
の
貨
幣
的
動
学
分
析
は
や
っ
と
最
近
十
年
程
前
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
　
本
稿
は
貨
幣
理
論
と
動
学
理
論
と
の
有
意
な
統
合
を
企
図
す
る
多
く
の
試
み
の
な
か
で
、
特
に
、
貨
幣
を
明
示
的
に
考
慮
す
る
　
「
貨
幣
的
成
長
分
析
」
に
焦
点
を
絞
り
「
こ
れ
を
、
主
要
課
題
、
貨
幣
導
入
に
関
す
る
接
近
法
お
よ
び
モ
デ
ル
形
態
の
三
側
面
か
ら
展
望
し
、
貨
幣
的
成
長
分
析
の
全
体
像
を
浮
彫
り
に
す
る
こ
と
を
主
要
目
的
と
し
て
い
る
。
－303－
　
　
　
　
　
二
　
貨
幣
的
成
長
分
析
の
主
要
課
題
　
貨
幣
的
成
長
分
析
の
主
要
課
題
は
、
貨
幣
の
諸
機
能
を
媒
介
と
し
て
、
貨
幣
成
長
が
実
物
経
済
成
長
の
一
要
因
た
り
得
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
更
に
積
極
的
に
、
貨
幣
成
長
な
し
に
は
実
物
経
済
成
長
が
実
現
さ
れ
得
な
い
こ
と
を
論
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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完
全
雇
用
域
（
f
u
l
l
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
z
o
n
e
の
で
は
、
貨
幣
成
長
が
多
く
は
ら
効
果
に
吸
収
さ
れ
る
と
い
う
ケ
イ
ン
ズ
的
命
題
に
対
し
、
物
価
騰
貴
と
結
び
つ
く
よ
う
な
貨
幣
成
長
が
更
に
経
済
成
長
要
因
と
な
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
、
す
な
わ
ち
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
経
済
成
長
要
因
と
把
之
得
る
か
否
か
と
い
う
ケ
イ
ン
ズ
的
命
題
の
修
正
に
関
す
る
問
題
が
主
要
課
題
で
あ
る
と
断
言
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
　
一
般
的
に
は
、
成
長
経
済
の
完
全
雇
用
産
出
水
準
を
持
続
的
に
押
し
上
げ
る
成
長
要
因
と
し
て
、
人
口
成
長
「
技
術
進
歩
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
要
因
に
加
え
て
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
成
長
促
進
効
果
を
認
め
る
か
否
か
は
「
積
年
の
問
題
」
で
あ
る
。
仮
に
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
金
利
生
活
者
か
ら
企
業
家
へ
の
所
得
再
分
配
を
助
長
し
、
企
業
家
は
こ
の
利
得
資
源
を
投
資
す
る
と
い
う
理
由
で
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
成
長
促
進
効
果
を
認
め
う
る
と
す
れ
ば
、
類
推
的
に
貨
幣
的
膨
脹
は
経
済
成
長
を
助
長
す
る
と
い
う
帰
結
に
達
し
、
こ
の
と
き
、
貨
幣
の
積
極
的
役
割
を
考
慮
で
き
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
単
純
議
論
は
、
一
種
の
p
ﾐ
ﾐ
Q
p
r
i
n
c
i
p
i
i
で
あ
る
。
持
続
的
な
長
期
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
で
は
金
利
生
活
者
の
イ
ン
フ
レ
・
Ｉ
・
シ
ョ
ン
適
応
が
一
般
化
し
、
企
業
家
は
コ
ス
ト
上
昇
と
価
格
変
動
の
混
乱
の
中
で
利
潤
率
の
悪
化
を
被
む
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
企
業
家
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
期
待
心
理
は
崩
壊
し
、
経
済
成
長
の
主
要
な
担
い
手
が
失
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
議
論
の
存
立
基
盤
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
　
精
緻
な
貨
幣
的
成
長
分
析
に
お
い
て
は
、
貨
幣
の
動
学
的
中
立
性
、
即
ち
、
貨
幣
が
経
済
成
長
に
影
響
し
得
る
か
否
か
の
問
題
を
こ
の
「
積
年
の
問
題
」
に
対
す
る
第
一
ス
テ
ッ
プ
と
す
る
。
貨
幣
的
膨
脹
が
経
済
上
、
実
物
的
効
果
を
伴
わ
な
い
よ
う
な
一
回
限
り
の
物
価
変
動
を
も
た
ら
す
場
合
に
は
、
貨
幣
は
「
比
較
静
学
的
な
中
立
性
」
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
動
学
的
に
、
貨
幣
供
給
率
変
化
が
経
済
の
均
斉
成
長
径
路
へ
の
接
近
様
式
を
異
な
ら
し
め
「
ま
た
均
斉
成
長
径
路
の
諸
特
質
に
変
化
を
及
ぼ
す
よ
う
な
場
合
に
－305－
は
、
貨
幣
の
動
学
的
非
中
立
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
　
貨
幣
の
動
学
的
中
立
性
に
関
す
る
分
析
は
、
貨
幣
金
融
政
策
の
有
効
性
と
密
接
な
関
連
を
も
ち
、
分
析
諸
結
果
は
そ
れ
自
身
で
、
あ
る
意
味
の
政
策
的
提
言
を
胚
胎
す
る
。
マ
イ
ヤ
ー
分
析
に
代
表
さ
れ
る
金
融
政
策
の
非
伸
縮
性
認
識
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
金
融
政
策
に
対
す
る
ペ
シ
ミ
ズ
ム
を
脚
色
し
た
も
の
の
、
こ
の
認
識
は
貨
幣
的
成
長
分
析
の
展
開
の
中
で
は
相
当
に
修
正
さ
れ
つ
っ
あ
る
と
い
え
る
。
　
貨
幣
の
動
学
的
中
立
性
に
関
す
る
議
論
は
、
実
物
モ
デ
ル
で
体
系
化
さ
れ
た
均
斉
成
長
径
路
、
あ
る
い
は
黄
金
律
径
路
（
t
h
e
g
o
l
d
e
n
r
u
l
ep
a
t
h
）
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
伴
う
均
衡
の
特
性
へ
と
拡
延
さ
れ
て
い
く
。
い
わ
ゆ
る
「
鞍
点
均
衡
」
命
題
　
（
a
s
a
d
d
l
e
p
o
i
n
ts
t
e
a
d
y
s
t
a
t
e
p
r
o
p
o
s
i
t
i
o
n
）
は
そ
の
よ
う
な
均
衡
の
一
特
性
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
封
鎖
体
系
上
の
諸
問
題
は
、
分
析
対
象
を
混
合
開
放
経
済
（
m
i
x
e
d
-
o
p
e
n
e
c
o
n
o
m
y
）
へ
と
拡
充
す
る
に
つ
れ
て
複
雑
化
し
、
国
際
的
貨
幣
供
給
機
構
、
国
際
収
支
、
為
替
相
場
の
伸
縮
性
な
ど
と
錯
綜
し
た
諸
問
題
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
－306－
　
　
　
　
　
三
　
貨
幣
的
成
長
分
析
の
二
つ
の
接
近
法
　
貨
幣
的
成
長
分
析
の
原
型
は
、
ト
ー
ビ
ン
の
「
動
学
的
集
計
モ
デ
ル
」
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
モ
デ
ル
は
生
産
要
素
間
の
「
代
替
可
能
性
と
貨
幣
的
効
果
の
両
方
を
考
慮
し
た
」
「
三
財
モ
デ
ル
で
あ
り
、
労
働
「
ス
ト
ッ
ク
・
フ
ロ
ー
財
、
金
融
的
価
値
貯
蔵
物
（
f
i
n
a
n
c
i
a
ls
t
o
r
e
so
f
v
a
l
u
e
）
を
集
計
」
成
分
と
す
る
。
こ
の
三
財
の
う
ち
金
融
的
価
値
貯
蔵
物
で
あ
る
通
貨
と
実
物
資
本
と
の
間
に
、
資
産
選
好
を
導
人
し
、
こ
の
選
好
に
基
づ
く
特
徴
的
投
資
理
論
に
よ
っ
て
貨
幣
的
成
長
分
析
の
基
礎
を
示
し
た
の
で
あ
　
し
か
し
、
実
物
分
析
へ
の
傾
斜
を
深
め
て
い
た
動
学
分
野
で
は
、
ト
ー
ビ
ン
の
五
五
年
モ
デ
ル
の
貢
献
は
啓
蒙
的
意
義
に
の
み
止
－307－
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
　
こ
う
し
て
貨
幣
的
成
長
分
析
は
、
一
九
六
四
年
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
の
計
量
経
済
学
会
に
お
け
る
ト
ー
ビ
ン
論
文
ま
で
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
　
六
四
年
論
文
は
、
貨
幣
残
高
の
貯
蓄
・
資
産
選
好
に
与
え
る
影
響
を
考
究
し
、
「
一
般
に
、
均
衡
利
子
率
と
資
本
集
約
度
（
d
e
g
r
e
e
o
f
c
召
i
t
a
l
i
n
t
e
n
s
i
t
y
）
と
が
、
技
術
お
よ
び
節
約
に
よ
る
の
と
同
様
に
、
貨
幣
供
給
と
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
行
動
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
」
と
い
う
命
題
を
も
た
ら
し
た
。
　
こ
の
ト
ー
ビ
ン
論
文
以
後
、
貨
幣
的
成
長
分
析
は
本
格
的
発
展
期
を
迎
え
今
日
の
興
隆
を
具
現
し
た
の
で
あ
る
が
、
貨
幣
的
成
長
分
析
に
お
け
る
貨
幣
導
人
操
作
に
関
し
て
異
な
る
ニ
つ
の
接
近
法
を
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
第
一
の
接
近
法
は
、
貨
幣
的
膨
脹
に
伴
な
う
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
二
種
の
税
（
訟
乙
と
し
て
把
握
す
る
方
法
で
あ
る
。
貨
幣
は
こ
の
場
合
に
「
い
わ
ゆ
る
「
強
制
貯
蓄
」
の
過
程
を
通
じ
て
実
物
世
界
に
結
合
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
税
の
概
念
は
、
ジ
ェ
レ
ミ
１
・
べ
ン
サ
ム
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ソ
ー
ン
ト
ン
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
以
来
「
一
般
的
認
識
の
確
信
的
論
証
」
を
得
て
い
る
概
念
で
あ
り
、
こ
の
「
強
制
貯
蓄
」
の
過
程
は
、
「
物
価
騰
貴
を
通
じ
て
固
定
所
得
受
領
者
か
ら
特
別
の
資
本
形
成
が
強
制
さ
れ
る
」
過
程
で
あ
る
と
い
え
る
。
　
完
全
雇
用
経
済
に
お
い
て
、
貨
幣
役
人
に
よ
る
超
過
貸
付
供
給
が
存
在
す
れ
ば
、
投
資
は
自
発
的
貯
蓄
を
超
え
て
な
さ
れ
得
る
。
結
果
的
に
市
場
利
子
率
は
下
落
し
投
資
需
要
が
増
大
す
る
が
、
追
加
的
投
資
に
必
要
な
実
物
資
源
は
、
完
全
能
力
産
出
量
増
大
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
非
自
発
的
貯
蓄
、
即
ち
強
制
貯
蓄
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
る
他
は
な
い
。
　
強
制
貯
蓄
に
基
づ
く
イ
ン
フ
ビ
・
Ｉ
。
シ
ョ
ン
説
ア
プ
で
・
Ｉ
。
チ
は
、
純
粋
に
「
貨
幣
的
膨
脹
の
み
か
ら
の
影
響
が
長
期
利
子
率
に
、
し
－308－
た
が
ら
て
実
物
資
本
収
益
率
に
及
ぼ
す
影
響
の
可
能
性
」
に
依
拠
す
る
こ
と
に
な
り
、
分
析
適
用
範
囲
は
仏
敵
的
に
完
全
雇
用
経
済
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
遊
休
資
源
の
存
在
下
で
は
そ
の
資
源
の
完
全
雇
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
物
産
出
高
成
長
を
助
長
す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
接
近
法
に
よ
る
分
析
帰
結
は
狭
隘
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
他
方
、
均
斉
成
長
状
態
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
分
析
に
は
重
要
で
あ
り
有
効
で
あ
る
。
　
第
ニ
の
接
近
法
は
、
貨
幣
を
一
種
の
財
貨
と
し
て
分
析
す
る
方
法
で
あ
る
。
『
一
般
理
論
』
が
貨
幣
保
有
の
動
機
解
釈
を
示
し
て
い
る
の
に
反
し
、
物
的
資
本
と
選
択
的
な
資
産
と
し
て
貨
幣
を
導
入
し
た
ト
ー
ビ
ン
理
論
は
、
貨
幣
導
人
の
経
済
的
合
理
的
事
由
を
欠
落
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
関
す
る
探
究
か
ら
派
生
し
た
も
の
が
、
こ
の
第
二
の
接
近
法
で
あ
る
。
　
貨
幣
を
財
貨
と
し
て
導
入
す
る
方
法
は
更
に
、
消
費
財
と
す
る
場
合
と
生
産
財
と
す
る
場
合
と
に
分
岐
す
る
。
　
貨
幣
を
消
費
財
と
把
え
る
分
析
は
「
貨
幣
導
入
の
経
済
的
合
理
的
事
由
と
し
て
、
貨
幣
の
効
用
を
用
い
る
。
貨
幣
は
交
換
手
段
と
し
て
経
済
効
率
を
高
め
、
こ
の
機
能
の
故
に
効
用
を
産
み
出
す
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
貨
幣
の
提
供
す
る
流
動
性
の
消
費
分
は
可
処
分
所
得
に
算
入
さ
れ
、
消
費
効
用
関
数
に
付
加
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
「
総
産
出
物
は
実
物
産
出
物
と
心
理
的
産
出
物
　
（
p
s
y
c
h
i
c
o
u
t
p
u
t
）
の
総
計
」
と
な
る
。
集
計
操
作
に
お
い
て
、
こ
の
可
処
分
所
得
へ
の
付
加
分
は
機
会
費
用
（
資
本
の
貨
幣
収
益
率
）
で
評
価
さ
れ
る
。
　
貨
幣
的
膨
脹
は
、
可
処
分
所
得
増
大
を
も
た
ら
し
こ
の
増
加
分
は
期
待
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率
と
の
関
連
で
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
均
衡
を
撹
乱
し
て
偏
倚
を
発
生
さ
せ
、
同
時
に
実
物
資
本
投
資
に
利
用
可
能
な
貯
蓄
量
を
増
大
さ
せ
る
。
こ
の
と
き
均
斉
資
本
集
約
度
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
、
更
に
そ
の
影
響
は
経
済
成
長
に
ど
う
反
映
す
る
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
こ
の
接
近
法
が
有
効
で
あ
る
。
　
貨
幣
を
生
産
財
と
し
て
把
え
る
分
析
は
、
「
実
質
貨
幣
残
高
を
生
産
関
数
の
な
か
に
導
入
し
、
生
産
関
数
を
通
ず
る
貨
幣
残
高
の
－309－
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
経
済
成
長
へ
の
影
響
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
生
産
財
と
し
て
の
貨
幣
を
導
入
す
る
経
済
的
合
理
的
事
由
は
、
生
産
過
程
に
お
け
る
費
用
極
小
化
手
段
と
し
て
の
貨
幣
に
対
す
る
企
業
の
取
引
需
要
＾
t
r
a
n
s
a
c
t
i
o
n
d
e
m
a
n
d
）
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
一
人
当
り
資
本
、
一
人
当
り
の
実
質
貨
幣
残
高
と
一
人
当
り
産
出
量
と
を
関
連
さ
せ
た
生
産
関
数
を
定
立
し
得
る
。
貨
幣
残
高
の
保
有
は
直
接
的
に
財
貨
生
産
に
関
与
す
る
わ
け
で
あ
る
。
－310 －
－3n－
－312－
　
　
　
　
　
　
四
　
貨
幣
的
成
長
分
析
の
三
形
態
　
貨
幣
的
成
長
分
析
に
関
す
る
諸
モ
デ
ル
は
多
様
で
あ
る
が
、
均
衡
系
列
の
究
極
状
態
と
し
て
の
均
斉
成
長
状
態
の
状
況
設
定
に
関
連
し
て
、
三
形
態
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ケ
イ
ン
ズ
型
「
ケ
イ
ン
ズ
・
ヴ
ィ
ク
セ
ル
型
（
Ｋ
Ｗ
型
）
、
新
古
典
派
型
で
あ
り
「
こ
れ
ら
の
三
形
態
は
「
資
本
主
義
経
済
の
発
展
方
向
の
把
握
と
絡
ん
で
「
歴
史
的
に
は
思
想
的
潮
流
の
一
端
を
構
成
し
て
い
る
。
Ｉ
　
ケ
イ
ン
ズ
型
モ
デ
ル
　
経
済
的
不
完
全
雇
用
と
い
う
ケ
イ
ン
ズ
的
状
況
を
前
提
と
す
る
ケ
イ
ン
ズ
型
貨
幣
的
成
長
分
析
は
、
ハ
ロ
ッ
ド
的
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
　
（
a
n
t
i
n
o
m
y
）
貯
蓄
・
投
資
不
均
衡
状
態
―
を
想
定
し
、
貨
幣
と
実
物
産
出
量
と
の
間
に
「
利
子
率
リ
ン
ク
を
必
須
成
分
と
し
て
導
入
す
る
」
分
析
で
あ
る
。
こ
の
型
の
モ
デ
ル
は
ハ
ロ
ッ
ド
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
。
　
ハ
ロ
ッ
ド
モ
デ
ル
は
、
貨
幣
需
給
に
依
存
す
る
市
場
利
子
率
が
、
二
つ
の
貯
蓄
率
、
匈
（
t
h
e
s
a
v
i
品
r
a
t
i
o
c
u
r
r
e
n
t
l
yd
e
s
i
r
e
d
経
常
的
所
望
貯
蓄
率
）
と
＆
（
a
n
o
p
t
i
m
u
m
r
a
t
e
o
f
s
a
v
i
n
g
最
適
貯
蓄
率
）
、
、
お
よ
び
資
本
係
数
Ｇ
（
t
h
e
r
e
q
u
i
r
e
d
c
a
p
i
t
a
lr
a
t
i
o
必
要
資
本
比
率
）
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
Ｑ
Ｑ
‥
日
ｙ
Ｑ
ｓ
＝
Ｑ
≒
Ｑ
ｊ
（
y
‥
H
匙
Q
j
匙
C
r
^
(
p
{
r
o
｝
。
　
の
「
四
つ
の
方
程
式
」
で
体
系
化
さ
れ
る
貨
幣
経
済
の
成
長
過
程
が
分
析
さ
れ
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。
　
こ
の
モ
デ
ル
の
分
析
で
は
、
「
市
場
利
子
率
の
匈
に
対
す
る
影
響
は
不
確
定
で
あ
ご
ご
が
、
利
子
率
の
Ｇ
に
対
す
る
影
響
は
明
確
－313－
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
「
低
利
子
率
は
資
本
集
約
的
生
産
方
式
を
助
長
さ
せ
、
そ
の
程
度
ま
で
（
p
r
o
t
a
n
t
o
）
ョ
リ
低
い
保
証
成
長
率
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
ろ
う
・
。
利
用
可
能
貯
蓄
の
ヨ
リ
多
く
が
、
ヨ
リ
資
本
集
約
的
生
産
方
式
へ
の
融
資
に
吸
収
さ
れ
、
結
果
的
に
成
長
そ
れ
自
体
の
た
め
に
残
さ
れ
る
貯
蓄
は
ヨ
リ
少
な
く
な
る
」
。
こ
の
故
に
低
利
子
率
は
経
済
成
長
を
鈍
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
類
推
的
に
貨
幣
供
給
量
膨
脹
は
利
子
率
を
低
落
せ
し
め
経
済
成
長
を
進
展
さ
せ
る
効
力
を
も
た
な
い
と
い
え
る
。
　
成
長
径
路
の
特
性
に
関
し
て
、
パ
ロ
ッ
ド
モ
デ
ル
で
は
「
最
適
利
子
率
Q
r
°
s
'
ﾖ
ﾞ
ﾞ
回
診
ﾟ
'
F
'
a
a
こ
(
¨
に
)
」
を
導
出
し
、
保
証
成
長
率
お
よ
び
自
然
成
長
率
と
リ
ン
ク
す
る
こ
の
利
子
率
が
「
貨
幣
需
給
に
依
存
し
て
調
整
さ
れ
る
場
合
に
は
、
保
証
成
長
率
や
自
然
成
長
率
の
安
定
な
い
し
実
現
が
可
能
で
あ
る
よ
う
・
な
成
長
径
路
の
存
在
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
　
ケ
イ
ン
ズ
理
論
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
中
に
、
ハ
ロ
ッ
ド
的
な
正
常
能
力
産
出
高
と
現
実
産
出
高
を
導
入
し
、
予
想
産
出
高
成
長
率
と
利
子
率
と
が
正
常
能
力
産
出
高
成
長
に
影
響
す
る
こ
と
を
論
じ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
モ
デ
ル
は
、
現
実
産
出
高
・
正
常
能
力
産
出
高
比
率
と
資
本
の
生
産
力
と
を
決
定
要
因
と
す
る
物
価
水
準
が
、
貨
幣
量
と
共
に
利
子
率
に
影
響
し
、
こ
の
利
子
率
が
生
産
財
投
資
を
、
そ
れ
故
に
正
常
能
力
産
出
高
成
長
率
を
動
か
す
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
之
の
モ
デ
ル
で
は
、
物
価
水
準
変
動
は
、
経
験
的
に
失
業
率
と
密
接
な
関
係
（
周
知
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
曲
線
の
関
係
）
を
も
つ
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
貨
幣
量
変
化
が
「
生
産
要
素
価
格
変
動
と
、
利
子
率
変
化
に
よ
る
現
実
産
出
高
成
長
率
の
正
常
能
力
産
出
高
成
長
率
か
ら
の
乖
離
と
を
誘
発
し
、
結
果
的
に
物
価
水
準
変
動
、
し
た
が
っ
て
失
業
率
に
影
響
を
与
え
経
済
の
活
動
水
準
を
動
か
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
径
路
は
、
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
お
よ
び
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
生
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
所
得
政
策
の
存
立
基
盤
を
与
え
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
－314－
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
投
資
関
数
は
、
有
効
労
働
力
成
長
率
″
、
実
質
証
券
利
子
率
・
ｚ
「
資
本
の
限
界
生
産
力
ｒ
を
決
定
要
因
と
し
て
導
出
さ
れ
る
。
　
ｚ
・
現
実
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率
、
Ｄ
・
財
の
総
需
要
量
、
Ｓ
・
財
の
総
供
給
量
、
λ
・
需
給
調
整
速
度
で
物
価
お
よ
び
賃
金
変
動
頻
度
財
の
超
過
需
要
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
実
物
投
資
I
は
実
物
貯
蓄
Ｓ
を
超
え
る
た
め
、
　
更
に
、
こ
の
モ
デ
ル
は
「
貨
幣
供
給
量
変
化
率
、
現
実
産
出
高
・
正
常
能
力
産
出
高
比
率
、
物
価
水
準
変
化
率
、
正
常
能
力
産
出
高
成
長
率
の
間
の
長
期
的
諸
関
係
を
示
し
、
か
つ
均
衡
あ
る
い
は
均
斉
成
長
条
件
下
の
変
数
径
路
を
与
え
る
」
定
常
解
に
言
及
し
、
分
配
ラ
グ
を
導
入
し
て
均
斉
成
長
径
路
の
安
定
性
を
分
析
し
て
い
る
。
２
　
Ｋ
Ｗ
型
モ
デ
ル
　
第
二
の
形
態
で
あ
る
ケ
イ
ン
ズ
・
ヴ
ィ
ク
セ
ル
型
貨
幣
的
成
長
分
析
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ロ
ー
ズ
、
Ｓ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
に
代
表
さ
れ
る
。
　
こ
の
型
の
モ
デ
ル
は
「
「
独
立
の
貯
蓄
関
数
と
投
資
関
数
と
を
含
み
、
ヴ
ィ
ク
セ
ル
的
累
積
過
程
の
見
地
か
ら
均
斉
成
長
状
態
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
説
明
す
る
」
モ
デ
ル
で
あ
る
。
　
貨
幣
に
加
え
て
証
券
を
導
人
す
る
Ｋ
Ｗ
型
モ
デ
ル
は
、
「
財
市
場
に
お
け
る
超
過
需
要
に
応
じ
て
の
み
物
価
変
動
か
お
る
と
い
う
前
提
」
の
下
で
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率
決
定
の
物
価
変
動
方
程
式
を
需
給
法
則
に
結
合
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
－315－
と
表
わ
さ
れ
、
資
本
単
位
当
り
の
投
資
は
、
資
本
の
限
界
生
産
力
と
貨
幣
利
子
率
と
の
乖
離
が
大
き
い
程
拡
大
す
る
と
い
う
ヴ
ィ
ク
セ
ル
的
累
積
過
程
を
進
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
他
方
、
貯
蓄
関
数
は
、
実
物
産
出
量
Ｙ
、
実
質
証
券
利
子
率
・
ｚ
「
民
間
部
門
の
実
質
非
人
的
資
産
（
r
e
a
l
n
o
n
-
h
u
m
a
n
w
e
a
l
t
h
o
f
t
h
ep
r
i
v
a
t
e
s
e
c
t
o
r
の
の
関
数
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
こ
の
資
産
変
数
の
内
容
は
、
実
物
資
本
ス
ト
ッ
ク
Ｋ
と
、
公
共
部
門
の
移
転
こ
の
故
に
投
資
関
数
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
貨
幣
は
す
べ
て
外
部
貨
幣
で
あ
り
、
証
券
の
貨
幣
利
子
率
を
ー
≒
期
待
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率
を
芦
で
示
し
「
証
券
の
実
質
利
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
率
・
１
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。
と
す
れ
ば
「
資
本
の
限
界
生
産
力
ｒ
は
Ｙ
・
実
物
産
出
量
、
Ｋ
・
実
物
資
本
量
、
Ｌ
・
有
効
労
働
力
生
産
関
数
を
－3:L6－
？
・
物
価
水
準
、
匹
・
貨
幣
所
得
７
Ｓ
・
£
Ｍ
分
析
の
援
用
を
企
図
す
る
Ｋ
Ｗ
型
モ
デ
ル
は
、
以
上
の
７
Ｓ
関
係
の
把
握
に
次
い
で
、
Ｌ
Ｍ
関
係
を
把
え
る
。
ま
ず
貨
幣
残
高
需
要
ぬ
は
、
と
仮
定
す
る
が
「
こ
れ
は
Ｋ
Ｗ
型
モ
デ
ル
の
均
斉
成
長
状
態
特
性
を
不
安
定
に
す
る
も
の
と
解
せ
る
。
　
�
「
㈲
、
㈲
式
よ
り
　
期
待
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率
が
に
関
し
て
は
、
安
定
的
前
提
で
あ
る
a
d
a
p
t
i
v
e
e
x
p
e
c
t
a
t
i
o
n
仮
説
を
導
人
せ
ず
現
実
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率
ｚ
の
関
数
と
し
支
出
に
基
づ
く
民
間
部
門
の
対
公
共
部
門
純
債
権
で
、
貨
幣
を
含
む
総
資
産
‐
４
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
－317－
と
定
義
す
る
。
�
式
よ
り
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
限
り
、
現
実
の
実
物
資
本
蓄
積
は
実
物
貯
蓄
を
超
え
て
進
展
し
な
い
　
Ｍ
・
名
目
貨
幣
供
給
量
、
θ
・
政
策
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
㈲
式
に
よ
っ
て
把
え
ら
れ
る
£
Ｍ
関
係
を
得
て
、
均
斉
成
長
状
態
の
安
定
条
件
を
導
出
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
均
斉
成
長
状
態
は
、
Ｋ
Ｗ
型
モ
デ
ル
で
は
、
こ
の
資
本
単
位
当
り
の
実
質
貨
幣
残
高
需
要
が
、
資
本
単
位
当
り
の
実
質
貨
幣
供
給
v
と
均
等
す
る
場
合
と
仮
定
さ
れ
、
「
貨
幣
所
得
効
果
、
貨
幣
残
高
と
実
物
資
本
と
の
代
替
性
、
貨
幣
残
高
と
証
券
保
有
と
の
代
替
性
、
貨
幣
残
高
と
保
有
貨
幣
資
産
と
の
補
完
性
」
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
貨
幣
残
高
需
要
関
数
を
、
貨
幣
所
得
匹
と
貨
幣
資
産
ハ
に
関
し
て
万
代
同
次
と
仮
定
し
、
資
本
単
位
当
り
の
実
質
貨
幣
残
高
言
要
心
を
導
出
す
る
と
－318－
　
こ
こ
で
μ
は
「
貨
幣
供
給
成
長
率
で
あ
る
。
　
均
斉
成
長
状
態
で
は
、
ヽ
＝
ゝ
－
巾
と
な
り
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
限
り
、
証
券
の
実
質
利
子
率
は
資
本
の
限
界
生
産
力
を
超
え
な
い
。
そ
れ
故
に
実
物
資
本
投
資
が
更
に
進
展
し
、
証
券
保
有
は
減
少
す
る
。
投
資
と
貯
蓄
と
の
乖
離
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率
は
高
ま
る
が
、
そ
れ
と
共
に
期
待
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率
。
ご
の
上
昇
に
よ
り
、
証
券
の
貨
幣
利
子
率
と
資
本
の
限
界
生
産
力
と
が
均
等
し
て
、
早
晩
、
貨
幣
的
均
衡
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
�
式
と
㈲
式
を
考
慮
し
て
ｉ
’
　
=
　
ｒ
ｌ
巾
十
Ｘ
と
示
せ
ば
明
白
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
故
に
㈲
式
を
考
慮
し
て
た
め
、
過
剰
投
資
状
態
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
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こ
れ
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
長
期
貨
幣
数
量
説
」
で
あ
る
。
貨
幣
供
給
成
長
率
μ
が
自
然
成
長
率
ｎ
を
超
え
る
限
り
、
正
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率
が
存
在
し
、
投
資
は
恒
常
的
に
貯
蓄
を
超
過
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
μ
を
一
定
と
す
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率
は
経
済
成
長
に
よ
っ
て
均
斉
成
長
状
態
値
以
下
に
減
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
「
貨
幣
は
長
期
成
長
過
程
で
中
立
的
で
は
な
い
」
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
Ｋ
Ｗ
型
モ
デ
ル
で
は
一
般
に
、
「
資
本
集
約
度
、
資
本
収
益
率
な
ど
の
均
斉
成
長
状
態
値
に
対
す
る
貨
幣
供
給
成
長
率
増
大
の
効
果
の
方
向
は
、
理
論
的
に
不
決
定
で
あ
る
」
。
３
　
新
古
典
派
型
モ
デ
ル
　
第
三
の
形
態
で
あ
る
新
古
典
派
型
貨
幣
的
成
長
分
析
は
、
資
本
お
よ
び
労
働
の
完
全
雇
用
を
前
提
と
す
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
型
の
分
析
は
ト
ー
ビ
ン
以
来
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
レ
バ
ー
リ
ー
、
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
、
シ
ド
ラ
ウ
ズ
キ
ー
ら
に
代
表
さ
れ
、
新
古
典
派
成
長
理
論
を
背
景
と
す
る
大
潮
流
で
あ
る
。
　
資
本
の
完
全
利
用
を
達
成
す
る
保
証
成
長
率
（
t
h
e
w
a
r
r
a
n
t
e
d
g
r
o
w
t
hr
a
t
e
の
径
路
は
、
H
a
r
r
o
d
k
n
i
f
e
-
e
d
g
e
の
不
安
定
性
を
備
え
て
い
る
が
、
生
産
要
素
間
の
代
替
性
を
認
め
る
可
変
的
生
産
係
数
を
も
つ
生
産
関
数
に
立
脚
し
て
、
ハ
ロ
ッ
ド
的
固
定
係
数
型
生
産
関
数
を
排
除
す
る
場
合
に
は
、
保
証
成
長
率
径
路
は
自
然
成
長
率
径
路
に
収
束
し
、
い
わ
ゆ
る
G
o
l
d
e
n
R
u
l
e
P
a
t
h
の
存
在
と
そ
の
安
定
性
と
が
論
証
さ
れ
る
。
－320－
�
式
よ
り
均
斉
成
長
状
態
で
は
　
ｈ
・
可
処
分
所
得
、
ｙ
・
実
物
純
産
出
量
、
ｐ
・
価
格
水
準
、
凪
・
貨
幣
供
給
量
、
μ
・
貨
幣
供
給
量
成
長
率
・
仙
襄
、
ｚ
・
現
実
イ
ン
フ
レ
ー
　
シ
ョ
ン
率
・
ｐ
一
ｐ
、
ｒ
・
実
質
利
子
率
（
資
本
の
限
界
生
産
力
）
　
今
は
政
府
に
よ
る
現
実
移
転
支
払
い
の
実
質
価
値
、
今
は
価
格
上
昇
に
よ
る
現
存
現
金
残
高
の
実
質
価
値
減
少
分
で
あ
る
か
ら
、
贈
９
１
Ｍ
）
は
実
質
貨
幣
残
高
の
現
実
価
値
を
示
す
。
マ
十
已
は
保
有
貨
幣
残
高
の
機
会
費
用
、
つ
ま
り
貨
幣
利
子
率
で
あ
る
か
ら
贈
号
十
已
は
実
質
貨
幣
残
高
の
帰
属
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
　
　
　
（
2
7
）
　
　
（
2
8
）
　
　
（
2
9
）
ス
ワ
ン
、
ソ
ロ
ー
、
ミ
ー
ド
ら
の
「
新
古
典
派
成
長
理
論
」
が
提
示
す
る
主
張
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
物
経
済
モ
デ
ル
に
貨
幣
を
導
入
す
る
新
古
典
派
型
貨
幣
的
成
長
分
析
は
、
貨
幣
存
在
下
で
黄
金
律
径
路
の
特
質
変
化
が
論
証
で
き
、
正
の
貨
幣
残
高
を
有
す
る
均
斉
成
長
径
路
の
均
衡
が
不
安
定
な
鞍
点
均
衡
で
あ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
　
新
古
典
派
型
モ
デ
ル
に
は
ケ
イ
ン
ズ
型
「
Ｋ
Ｗ
型
モ
デ
ル
の
必
須
成
分
で
あ
る
利
子
率
リ
ン
ク
が
な
く
、
代
り
に
「
貨
幣
供
給
成
長
率
と
完
全
雇
用
産
出
水
準
と
の
間
に
リ
ン
ク
」
が
存
在
し
、
こ
れ
も
新
古
典
派
型
の
特
徴
で
あ
る
。
　
貨
幣
を
消
費
財
と
す
る
レ
バ
ー
リ
ー
・
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
モ
デ
ル
で
は
、
「
貨
幣
は
効
用
関
数
に
入
り
、
そ
の
帰
属
サ
ー
ビ
ス
は
可
処
分
所
得
に
包
含
さ
れ
る
」
。
こ
の
場
合
ト
ー
ビ
ン
モ
デ
ル
の
可
処
分
所
得
に
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
的
な
貨
幣
利
子
率
部
分
が
付
加
さ
れ
る
。
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ま
た
実
物
貯
蓄
ざ
は
実
物
資
本
投
資
・
Ｋ
と
均
等
す
る
の
で
Ｋ
=
ｓ
Ｙ
　
技
術
進
歩
を
捨
象
す
る
限
り
均
斉
成
長
径
路
で
資
本
集
約
度
た
は
一
定
で
あ
り
、
有
効
労
働
力
が
外
生
的
所
与
の
一
定
率
ｎ
で
成
長
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
　
　
Ｋ
実
物
資
本
量
、
Ｌ
・
有
効
労
働
力
㈲
式
は
Ｌ
を
ニ
ュ
メ
レ
ー
ル
と
し
て
ソ
ロ
ー
型
線
型
同
次
の
生
産
関
数
を
考
え
る
と
　
旧
式
で
定
義
さ
れ
る
可
処
分
所
得
八
に
対
し
一
定
の
総
貯
蓄
比
率
V
5
　
　
　
（
t
h
e
o
v
e
r
a
l
l
s
a
v
i
n
gr
a
t
i
o
）
と
、
（
Ｉ
~
）
　
Ｙ
ｄ
　
”
＾
消
費
で
あ
り
、
こ
の
消
費
分
を
産
出
量
Ｙ
か
ら
差
し
引
い
た
残
余
が
物
的
貯
蓄
、
で
あ
る
。
　
一2
2
ｑ
ｕ
　
一
�
式
は
実
物
資
本
投
資
率
を
与
え
る
。
　
㈲
式
よ
り
均
斉
成
長
径
路
で
　
｀
｛
１
　
１
‥
‥
‥
ｓ
哨
㈲
式
を
②
式
に
代
入
し
Ｙ
で
割
る
と
こ
の
実
質
貨
幣
残
高
需
要
が
価
格
水
準
の
即
時
調
整
（
t
h
e
i
n
s
t
a
n
t
a
n
e
o
u
s
乱
j
u
s
t
m
e
n
t
）
に
よ
っ
て
実
質
貨
幣
供
給
と
均
等
す
る
と
仮
定
す
る
の
で
⑦
式
は
新
古
典
派
成
長
モ
デ
ル
の
均
斉
成
長
径
路
に
お
け
る
資
本
集
約
度
方
程
式
で
あ
る
。
こ
こ
で
実
質
貨
幣
残
高
需
要
犬
Ｐ
が
実
物
純
産
出
量
の
一
定
割
合
λ
で
あ
る
と
考
え
る
と
－323－
　
こ
の
故
に
気
ａ
十
こ
▽
｛
｝
Ｉ
き
３
で
あ
る
限
り
、
つ
ま
り
実
質
貨
幣
残
高
の
帰
属
所
得
の
う
ち
実
物
資
本
投
資
に
向
う
貯
蓄
が
実
質
貨
幣
残
高
の
成
長
部
分
の
う
ち
の
消
費
部
分
を
凌
駕
す
る
限
り
貨
幣
経
済
の
均
斉
資
本
集
約
度
は
貨
幣
の
な
い
場
合
よ
り
高
い
こ
と
に
な
る
。
　
㈲
式
に
示
さ
れ
た
物
的
消
費
の
所
望
水
準
Ｇ
は
、
と
す
れ
ば
、
叫
、
�
式
よ
り
と
定
義
し
均
斉
成
長
径
路
で
司
式
と
㈲
式
を
比
較
す
る
と
貨
幣
の
導
入
に
よ
っ
て
均
斉
資
本
集
約
度
が
宕
９
十
ｒ
）
Ｘ
-
（
ｕ
-
７
ｒ
）
Ｘ
｝
ｙ
だ
け
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
　
一
人
当
り
の
実
質
貨
幣
残
高
ｍ
の
成
長
率
を
�
、
�
式
よ
り
― 324 ―
　
　
Ｃ
・
物
的
消
費
量
「
７
・
物
的
純
投
資
量
と
し
、
均
斉
成
長
径
路
で
㈲
、
司
式
を
考
慮
す
れ
ば
、
㈲
式
に
は
、
㈲
式
で
示
さ
れ
る
実
質
残
高
効
果
が
含
ま
れ
て
い
る
が
「
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
ピ
グ
ー
効
果
」
で
あ
り
、
a
d
a
p
t
i
v
e
e
x
p
e
c
t
a
t
i
o
n
仮
説
の
も
と
に
期
待
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率
が
が
現
実
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率
ｒ
に
等
し
い
と
前
提
す
れ
ば
、
が
の
影
響
が
貯
蓄
お
よ
び
消
費
に
変
化
を
も
た
ら
し
、
利
子
率
変
化
と
い
う
径
路
を
通
る
こ
と
な
く
所
得
変
動
を
発
生
さ
せ
、
均
斉
資
本
集
約
度
変
化
を
導
び
く
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
新
古
典
派
型
モ
デ
ル
に
利
子
率
リ
ン
ク
が
陽
表
的
に
表
出
し
な
い
の
は
、
こ
の
実
質
貨
幣
残
高
効
果
に
重
要
性
を
認
め
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
　
貨
幣
を
消
費
財
と
し
て
把
え
る
場
合
、
「
単
位
時
間
当
り
の
一
定
の
最
大
効
用
水
準
を
伴
な
り
径
路
の
選
択
」
は
最
適
成
長
あ
る
い
は
最
適
貨
幣
量
の
問
題
と
関
連
す
る
。
効
用
は
も
は
や
物
的
消
費
量
だ
け
で
な
く
実
質
貨
幣
残
高
の
p
s
y
c
h
i
c
o
u
t
p
u
t
に
も
依
存
す
る
。
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
よ
り
実
質
貨
幣
残
高
効
果
を
導
出
で
き
る
。
す
な
わ
ち
― 325 ―
　
一
般
に
一
人
当
り
の
実
質
貨
幣
残
高
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率
の
変
化
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
緋
壮
ｏ
で
あ
り
、
勁
式
を
満
す
た
め
の
貨
幣
政
策
は
、
黄
金
律
径
路
条
件
へ
、
（
々
）
―
費
目
ｏ
を
満
す
よ
う
な
が
を
同
時
的
に
実
現
す
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
新
古
典
派
型
消
費
財
貨
幣
モ
デ
ル
で
は
、
均
斉
成
長
径
路
と
効
用
最
大
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
意
味
で
の
最
適
成
長
径
路
と
が
二
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
帰
結
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
　
貨
幣
が
生
産
財
と
し
て
分
析
さ
れ
る
場
合
、
貨
幣
は
生
産
過
程
に
加
わ
る
諸
在
庫
品
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。
も
は
や
貨
幣
保
有
は
効
用
を
産
み
出
さ
な
い
が
、
一
種
の
生
産
要
素
と
し
て
の
貨
幣
は
「
財
本
来
の
生
産
の
た
め
の
労
働
お
よ
び
資
本
を
解
放
す
る
」
。
つ
ま
り
、
貨
幣
は
所
与
の
実
物
産
出
水
準
を
生
産
す
る
の
に
必
要
な
在
庫
量
を
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
通
常
、
こ
の
よ
う
な
貨
幣
に
対
す
る
需
要
は
取
引
需
要
と
し
て
利
子
率
と
関
連
し
、
適
正
在
庫
理
論
Q
o
p
t
i
m
u
n
-
i
n
v
e
n
t
o
r
y
t
h
e
o
r
y
）
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
古
典
派
型
生
産
財
貨
幣
モ
デ
ル
で
は
、
一
般
に
、
在
庫
と
し
て
実
質
貨
幣
残
高
を
考
慮
す
る
た
め
こ
れ
を
現
実
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率
ｚ
の
影
響
を
考
え
る
た
め
に
書
き
換
え
て
と
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
効
用
極
大
化
条
件
は
こ
の
故
に
Ｉ
人
当
り
の
物
的
消
費
ご
と
一
人
当
り
の
実
質
貨
幣
残
高
心
と
に
関
連
さ
せ
た
一
人
当
り
の
総
効
用
関
数
び
は
－326－
一
定
の
貯
蓄
率
ｓ
を
仮
定
す
れ
ば
、
物
的
貯
蓄
（
実
物
資
本
投
資
）
・
Ｋ
は
、
匈
、
叫
式
よ
り
可
処
分
所
得
八
は
次
の
よ
う
に
示
し
う
る
。
　
　
ｙ
・
実
物
産
出
量
、
Ｋ
・
実
物
資
本
量
、
Ｌ
・
労
働
投
入
量
、
ｐ
・
一
般
物
価
水
準
、
Ｍ
・
企
業
の
名
目
保
有
貨
幣
量
、
と
定
立
す
る
。
訂
一
Ｐ
は
企
業
の
保
有
す
る
実
質
貨
幣
残
高
で
あ
る
。
図
式
は
£
を
ニ
ュ
メ
レ
ー
ル
と
し
て
変
形
す
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
に
、
取
引
需
要
の
精
密
な
議
論
は
分
析
階
梯
に
明
示
的
に
表
わ
れ
て
は
い
な
い
。
　
実
質
貨
幣
残
高
の
帰
属
サ
ー
ビ
ス
は
、
消
費
財
貨
幣
モ
デ
ル
と
異
な
り
、
財
の
産
出
量
増
大
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
に
可
処
分
所
得
に
付
加
さ
れ
な
い
。
他
方
、
貨
幣
供
給
量
変
化
に
よ
る
価
格
水
準
変
化
の
も
た
ら
す
実
質
貨
幣
残
高
価
値
の
変
化
部
分
の
受
領
は
可
処
分
所
得
に
算
人
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
す
べ
て
の
変
数
に
関
し
て
一
次
同
次
の
生
産
関
数
を
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新
古
典
派
型
生
産
財
貨
幣
モ
デ
ル
に
は
「
こ
の
故
に
二
つ
の
均
斉
成
長
径
路
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
つ
は
ｍ
か
ゼ
ロ
で
あ
る
径
路
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
吼
（
タ
こ
）
＝
診
と
な
り
貨
幣
捨
象
実
物
成
長
モ
デ
ル
の
帰
結
と
同
じ
で
あ
る
。
他
は
、
正
の
実
質
貨
幣
残
高
の
存
在
す
る
ミ
▽
こ
の
均
斉
成
長
径
路
で
あ
る
。
如
式
よ
り
均
斉
成
長
径
路
で
は
次
の
こ
と
が
仮
定
さ
れ
る
。 労
働
力
成
長
率
・
£
一
£
は
外
生
的
に
所
与
の
一
定
比
率
ｎ
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
両
辺
を
Ｋ
で
割
っ
て
整
理
す
る
と
－328－
　
正
の
実
質
貨
幣
残
高
の
も
と
で
は
、
本
来
的
な
実
物
産
出
量
増
大
に
利
用
可
能
な
資
本
お
よ
び
労
働
が
相
対
的
に
大
き
く
な
る
た
め
ｇ
｛
ｋ
｡
　
０
｝
八
ｇ
（
ｋ
｡
　
　
m
）
｡
（
∃
∇
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
貨
幣
は
産
出
量
増
大
効
果
を
も
ち
、
し
た
が
っ
て
物
的
貯
蓄
、
即
ち
実
物
資
本
投
資
を
増
大
さ
せ
る
。
他
方
叫
式
の
（
↑
ｌ
さ
ｚ
Ｓ
項
、
つ
ま
り
一
人
当
り
の
実
質
貨
幣
残
高
成
長
部
分
の
う
ち
消
費
さ
れ
る
部
分
は
正
と
な
り
、
実
物
経
済
に
比
較
し
て
物
的
貯
蓄
は
そ
の
分
だ
け
減
少
す
る
。
貨
幣
の
純
効
果
は
不
確
定
で
あ
る
が
、
労
働
の
生
産
性
タ
は
、
貨
幣
存
在
下
の
均
斉
成
長
径
路
の
方
が
実
物
経
済
の
そ
の
ｙ
よ
り
高
く
な
る
。
　
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
実
質
貨
幣
残
高
保
有
の
選
択
的
機
会
費
用
を
上
昇
さ
せ
実
質
貨
幣
残
高
を
下
落
さ
せ
る
た
め
g
i
k
｡
m
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
を
減
じ
て
産
出
量
を
減
少
さ
せ
、
ま
た
「
実
質
貨
幣
残
高
蓄
積
に
用
い
ら
れ
る
貯
蓄
の
割
合
を
減
じ
る
」
効
果
を
も
つ
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
貨
幣
の
純
効
果
を
決
定
す
る
先
験
的
方
法
a
p
r
i
o
r
i
w
a
y
o
f
d
e
c
i
d
i
n
g
は
何
も
な
い
の
で
あ
る
。
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五
　
結
　
　
び
　
貨
幣
的
成
長
分
析
の
諸
動
向
を
、
三
つ
の
異
な
る
視
点
か
ら
展
望
す
れ
ば
、
ま
ず
、
主
要
課
題
の
視
点
か
ら
、
こ
の
分
析
の
源
泉
が
経
済
成
長
の
一
手
段
と
し
て
の
貨
幣
政
策
の
有
効
性
を
め
ぐ
る
、
説
得
力
に
富
む
議
論
へ
の
希
求
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
貨
幣
の
動
学
的
非
中
立
性
の
論
証
が
間
接
的
に
答
え
る
こ
と
に
な
る
。
　
貨
幣
の
非
中
立
性
論
証
が
、
経
済
の
均
斉
成
長
径
路
へ
の
接
近
速
度
に
関
し
て
提
示
す
る
帰
結
は
、
貨
幣
の
純
効
果
の
不
確
定
性
に
よ
り
不
明
確
で
あ
る
。
他
方
、
均
斉
成
長
径
路
の
特
質
変
化
に
関
す
る
非
中
立
性
論
証
の
帰
結
は
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
帰
結
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
　
ま
た
均
斉
成
長
状
態
の
均
衡
の
安
定
性
は
、
主
に
予
想
の
形
成
と
関
連
性
が
あ
り
、
モ
デ
ル
の
前
提
要
件
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
　
方
法
論
的
視
点
か
ら
の
展
望
は
、
分
析
領
域
の
限
定
と
貨
幣
的
成
長
分
析
の
限
界
を
明
示
す
る
た
め
に
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
理
論
の
発
展
が
特
殊
な
分
析
を
包
含
す
る
よ
う
な
一
般
性
の
獲
得
で
あ
る
な
ら
ば
、
今
後
の
貨
幣
的
成
長
分
析
は
、
こ
れ
ら
の
限
界
を
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貨
幣
的
成
長
分
析
の
諸
動
向
超
克
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
の
発
展
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
外
部
貨
幣
、
一
定
の
貯
蓄
率
、
技
術
進
歩
の
捨
象
な
ど
の
諸
前
提
は
排
除
さ
れ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
こ
の
視
点
か
ら
の
展
望
は
ま
た
、
接
近
法
の
歴
史
的
背
景
を
な
す
経
済
理
論
に
言
及
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
第
三
の
モ
デ
ル
形
態
の
視
点
に
立
脚
し
た
展
望
は
、
現
段
階
で
の
貨
幣
的
成
長
分
析
の
到
達
水
準
を
把
え
る
と
と
も
に
、
諸
分
析
に
関
す
る
解
釈
を
与
え
、
か
く
し
て
貨
幣
的
成
長
分
析
の
全
体
像
を
概
観
し
た
わ
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
十
五
日
）
　
　
付
記
　
師
、
松
坂
教
授
よ
り
モ
デ
ル
解
釈
に
関
す
る
重
要
な
御
教
示
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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